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集権制経済システムの運転技術について

一一古土木己主 j組織と計画の経済理論Jをめぐって一一一

I 

本書のごとく，著者のl);J盟関心が現代社会の平

均人の当面する切実な情？兄（環境問題，公共財の最

適供給問題，組織における労働意欲問題等）を十分に

反映しながら，その情況から理論的研究課題を抽

象し，問題を精密に定式化し，数理的に分析し，

理論的解答を与えてゆく想考過程と叙述様式にお

曜、て端正なまでの首尾 ・rt・目。を顕示している研究

古は，現在のような出版インフレ期においては稀

にしか現われない知的知品物であるc

『組織と計画の経済理論』という楳趨とその目次

を1971年初めごろの雑誌 r思想、」の新刊予定案内

のページにはじめて読んだ時の印象は，実に清々

しいものであった。ょうやく，現代社会主義経済

をはド）常識的解釈学を超えて理論的に考察する

事のできる理論的フレームが，登場ーし始めたよう

にわすくなくとも，集権問rn1何経済を研究する湯

台の全周見通しではないにせよ，ある方向の見通

しを良くしてくれるはずの審物が出版されようと

している。そのような強い期待感が自分の胸に湧

き出るのを一瞬感じたものであった。

ア比較社会主義経済論」のあとがきで次のように

書いた事がある（1970年11月2:'i「刊、

一 L.フIレヴイチ IIu

分フ0 ，.コセスにおける最適ム性とf詩報：ilJ千ユj を本書執

j筆時に読んでいたならば，「社会的分業編制様式」

あるいは「第四標識Jについてより精密に議論で
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きたであろう。この論文では「伝統的アデローチ

と異なって，メカニズムが問題の与件ではなく，

その変項になっているJのである。被数の経済メ

カニズムが経済環境（外部位の有無，可分~;:iJ性，凸

性p 原子性〉の中で示す行動を，行動特性（最適性，

情報効瞳，要請された行動と自利の両立・非両立性〕

の角度から照射して解明すべきことが提案されて

いる。非常に有益な示唆であり，将来の比較体制

論の一つの課題であろう。一一欧米の経済学文献

にH郎、故に， 「将来の・…一課題j をその抽象的姿

においてにせよ真正面から論じた書をかくも端正

な研究舎としてわずか半年先（1971年5月〉に手

にする事ができるとは予想もしていなかった。

現代の社会主義経済を研究する一人である評者

の研究内容の中に，この青木氏の審物をどのよう

に位ii"i':づけるべきかについて若干論じておこう。

私見によるならば，およそ経済社会の理解に必要

最小限の抱灼，次元あるいは際，nlは，次の五つで

ある。第ぺ斗労働条件 天然および人工の生産

手段（労働対象・労働手段）←ーーをめぐる労働する人

びとの聞の基本的諸関係，すなわち労働条件の所

有制は如何という視角。第二に，その労働条件と

労働する人一ひとが結合した労働過程（労働集団）

における人間関係，すなわち経営管理様式は如何

という視角。第三に，労働過程の果実である労働

生産物いいなる使用価値か価値であるかは問わず〕の

分配関係は如何という視角。第四に，社会的労働

分割lTeilung der Arbeit （社会的分業〉の編成様
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ょにあるし、は（岡引l的労働の社会的結合段式は如何

という祝向。前五に，社会的かっ何日iJrr；労働にお

ける決定主体＝経済主体（土設かとし、う祝fl-Jo評者

；土、 J'Jとの1i：原識のそ)Lぞれについての部分イメ

ージを－－つに結び什わせてはじめて， L、かなる

；汗7土会であ示、 それの l;J;,4:的立体像が得んれるの

fごと主張する荷である。青木氏の苓f1：は、第p可の

同行1 あるいは次元に設定される近要問湿の－＂－~），

すなわ九 した日的をも》た入lil'lの！f台一組

’おけめ諸；舌fリ＇）＇.！） 凋J慾メカニスム J十1,11jァ3 口

セスーを比較研究ずる二と」

斤）をその円的としてい心。

〔7士えが三 イぷぶl工作

青::1(1¥:：二よ＂iL：工(2～

コページ），大胤ほ（ft；削立訟の研究にはラ 三ぷ）の11

（＼がある。第一；土、回右目的を ffする；11Ir戎日から成

る大i；見関経流組織の統一的目的は、如何に形成さ

れるかと U、う「：＇,J苫である 1出二に，杭－1'r¥Jti 1'¥ZJの主

lJ~活動は，組織を構/J立す→る諸 t\if,'.r：による分史的；,r;

JilJであって， それぞれの単f立が分停 L8-っている

j電流情報の：去：肢によっご煤介されている。 したが

って組frtll'内 ’おける＇j吉探交換と意思決定のイロ

セスび）認高 f既（iのnt合）ど設計十ね7の場（；－） ・解

析が主要な訪＇；司と Lて，；t,t:＇主）， l /,Jc 坑三に＇ ~；民政

,rlj；・｛，－：＠［性の増大と組織の回定性正川NJぷ土‘大m1民

組織内で働く人J；との疎外感・無力！：去を生み出すっ

二こに特定日的ごっ達戒における合理性を考慮する

だけでなく、人びとの｝手t肢と｛！白布（を三下る工うな人

間的組織をいかに作るのかという波亥1Jtr問題が提

起される＂「組織研究の三つの焦点土圧し、に切り隙

し得tJ_V、ものであるが，本書i土‘ その分析の対象

をヒ記の第二の焦 Jιに限定することにし上う。j

( 3 ページ〕。つ主り，大尽HI;\;~丑織内部川＋THU交持ど

意思し！と定の慌ユピj)仁1：＇（、まな可能性を上 l::iit交・ Niiit1

る事：を喜一・trvJ＇深姐としと設定し さらにその1；洪九長

を実行する方法に現存する諸々の経済制度につい

ての記述的方法と現ιの諸制度に必ずしもこだわ

らない設計的方法の二種ある事を指摘して，著者

は後？？を選択する。青木氏の表現によれば，f最も

簡Jli.t.；.のはrn1 J，ある人間集合が，一定の環境のも

とにあって，特定の日的を追iとするためには， L、

かに情報交換と；芯思決定のプロセスを設計したら

よいか， というテクノケラティックな問題のたて

カをすることであろう。あるし、は，奇¥fit,哉内で利用

可能な知JJ訟を処理して， {T目的的な諸単位の活動

スケジュールをつくりあげることを“計画”と定

士もするならば，問題はいかなる計画作成法を選択

すべきか， 左いうふうにもたてられるであろう。

・このように経済システムを選択可能な変数と

ちえるとャうアプローチ(llc2)の重要性は，現実に

存在すーる諸システムの万能性が疑われるにつれー

ますます高まってきているのである。J(4ページ）。

以上のごとく、青木氏は『組織と計画の経済理

論」！の研究課題全氏の第二の焦点に，評者fjfEiこい

えば社会的分業の編成時式〔第四次元）の問題に

厳賂に限定されたのである。その限定の故にどい

うべきなのか，青木氏は， 円分の論理的に構成し

た;tJI,H-両フ。ロセス， あるいは集権制経済システム

の運転技術に:tsi、ても従来の国権主義i句集権制経

済管理において「管理・調整機能の独占を基礎に

そ内特権を発展させてきた官僚層の政治的権威j

C 4:えがき）と同じような代物が再び分泌される

のではあるまいかどいう懐疑が前回に登場してい

ないようである。官僚制とそれにまつわる政治的

属性は， ソ連邦で現実町に実行されている物材パラ

ンス法（MTIプロセス〕に間有なものではなく，青

木氏によって数学的に定式化された様ざまの計回

プロとスにも大体同じ位の粘度でつきまとうかも

知れないのである。「経済システムの選択にかかわ

る理論を人間の人間らしいかかわり方を追求する
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という道徳的権威j

という苦者の希望l土，

（まえがき）に従属させたい

「さして知的な創造力と分

:tfi'力を要しない；官、情な政治的‘教条的思弁j （ま

えがき〕に上って実現されたL、のi:tL、うまでもな

「近代経済学がt,If.にわたっしかしながら，1、
' 0 

て者積して来たその分析用具J （まえがき〉もま

た，その用い万如何に上－，ては，経済システムの選

択にかかわるまlj！論を「非人間的な政治的権威に従

戻せしめることにおわる」（まえがき）おそれも十

：分にあり料るc ともあれ， 人間の人間らしいか

かわり方を問題意識の底にしっかり据えて，第二

の焦点ふるいは第日の次元に位田する計両プロセ

スの設計問題lこ取り組んだ日本ではJ；｝初の労(1cーで

ある。 三の成果を摂取してー苓自ーのいう第ーの;tt

;,¥ （統一的日的の形成1と第三の j三点（疎外なき純

織の形Ii~）にある諸問題を， あるいは評1号流の第

一（所有巾l入第二 f経内？？理〕，第三 f分配iあU，第

五（経済主1いの次元にある諸問］ ;illを理論的に解

明L，新し十経済社会（象を立体的に構築する事こ

そ社会主義経済研究者の現代的主題であろう。

（ι1ニ1) こ／） 「J, t 1111取な〆ノリ 」 とい ｝' ; Ji',ι 
jj乙i:r;i0u11'J: I¥!1lf? L =, Lな九戸、 L、υ こ）） よ，・，＇ムアアい一

千をフ： l訟にj、（J1乙fご,t,:'., 'Jf七・t::11i'1.,:・, mとlぷ， (¥:Jj; l -JI 

fA七（ ：，，，て ,Y)i，。
rn:; > 打荷は， こず＇）発，t.tJ、をt民にノ1¥.L • ! ，：ヴイ一一r 

小 L,,'I_け記L・.「ご

4♂ j恒主三さ： lf；、。

II 

『組織と計両の経済理論』の・.t¥；再ーが大規模経済

組織（実際上，同氏経済の2十両化機；引の機能を考来

する時の基本的前提は，完全集権的計両編成様式

の実践的不可能性である。生彦店tJj:I. f止の分千Tする

環境情報（生産力・生産段術・資源ヲに関する諸情報）

をすべて中央計画i当局：こ集中し‘ そこで所与の巨

的関数の下に大規模最適化問題を解き， その主主適
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解を分別して，個々の生産単位に計画課題として

下達し， そこで実行に移されるというような計画

編成様式を完全集権的計画法 completelycentra-

lized plannin只と名付けている（46～47ページ）。

若者がこのような計画法の実行不可能性を論説

すべく挙げている論拠は， 以下のごとくである。

（］）各生産単位の分有する生産技術知識を伝達可

能な形に符号化 codin反する上での諸困難。（ l・

l ）各単位の生産関数、設計図，説明書等の伝達

可能なjf;に表現されている生産技術は，各生産単

杭が実際に利用できる生産可能領域全体の一部分

lこすぎない。 (1.2）存生産単位の経験的に知ヮて

U、る生産技術のなるべく多くを伝達7可能な形に正

確に符号化するように内発的に努力するための動

機あるいは意欲の発動を完全集権制下の各生産単

位にアプリオ 1）に想定できないc

(21中央計1ITTI当局と諸生産単位を結ぶ通信回路の

容立に制限がある事による伝達上の諸困難っ完全

集権的計両法は，定義上，細R度の最も高い情報

をやりとりせねばならないのであるから，；泡通f

報量が通信＠j~名の容j量丹~J限を超i品する可能性が強

L、。

(3）各生産単位から中央計画当局に伝達された情

報を中央計画当局が符号解読 decodingする能力

に限界がある事による諸困難。苦労して集積され

た情報が中央計画当局の理解能力の不足の故に利

用されず失われてしまう可能性がある。

14）かりに上記の諸国難を解渋したとしても， 最

後に中央計両当局により解かれるべき最適計画化

問題が一挙に計算するには，余りにも大規模かっ

複雑であり，直子工学の手に負えるものではなレ。

取

完全集権的計画法がファンタジーの中で理論的
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；二日ft:巨でがっても，羽実の中で、；土J1f[,：命的に不可能

である－，~：／ト証明された以上‘残された道は，一三つ

！力、t(L、r

事ーノコ泣／t, 工ーゴスヲ r'f{ fと止、ング 1）ーが

f}! l'E式λており司 千三コスロヴ？ ，＇.；アが試み上う

としてL!''.1Jh((J：こ失敗したr¥iJ号メカ：ニスム導入のJi

[11］でふるっ ：;r； ~.cr〕；古；士‘ Y ＇央·~·1今岡、IJl.,J と下部ぷ〉訪

主「'Ti単位，nI訂正「1Iif 十日（.I〕やりとりそれ i~I i払すなト

t.，情報伝達・処理！i-7" rゴ t，ス i'l｛~ょが大！、則立た最適

戸！ 11町化！司自（／） 政手｜百円：1；去の ｝ -/1 三 1ム，！：： [, ,] ";J: 

JてL；二、「；二：i1r0mn伝達・処理7°'1t’スを設計

斗一 ---,, /-' ＇守ザヰサ
3 心ノヨ [¥1）にどれも〕円

完全集後的計両法は，何はともふれ店械を中央

に集中して1、ん，中 Tた三〕電子，H・f4：機内：；［；で最適五I・

[irfifヒ問唱を政学的 Jこ証明された公式に従p て解

雪、その結果全下｛をのす二rl諸lt-¥.{ll'iこ指令情平日とし

て下i主十る 1，ので十台；手｛ ;;:._-/1);7:，情m(!) L-下のア

ローii＇長由化｜市垣内数学的解 i1、とは七：〈無関係

／） ま：1指令・ yif｛ケどし、う立味のみを担ってお花

n てL、る 3

,t，：書におし、て拝~がおこなって L 、る忠’主の主？？

（土‘この上ろな定、味のみを担〉て流れて，bく情報

の7 ローに， i歯切なパヤーンをHt’f「る’Pによマ

てもよ）一つの古味を担わせる事ができる τ すなわ

t，大規持品J由化問題；＇）数学的解訟の式 ;I；ニズムの

？上［＼－、手たらしめる事ができゐという！手i：に干＇Eる。

第三のi.ttf土、上下の情報7 ローに最適解を発

見すお数学がJJカ二ズムの立i宋を付与すーる主でに

いた人ず，［］的1[11にj[V＇’支行可能解を見 l、It',t・ i 

カニスムじ＇ I担L、手たらし山てL、る伝統的な、／連予l;'{

n；；十両編成問:r－＇：である。第三の ；11/-t，その完成形

柁として ＇.＂！； このj丘全志向している与を忘れてはた

らなし、了、一；〈なくとも、！日：内jt(J下 ~tPtrtり υf能性

が納得されるな「ヲl王、 ソ i主の政治問~事者：i，その

採用に反対するイデオロギー的理由をもたないで

あ乃う。著者はこの点の認識に欠けているようで

ある。 「人間の人間らしいかかわり方を追求する

とL寸道徳的権威川まえがき）と第二の道どの問

に何かアフ。リオりな内在的ノミイフのが通じてし、るか

のことく持えているように評者には思われる。第

三の伝統的方向が非人間的であると理解するのな

らば，それの数理的完成f患が何ゆえにその非人間

性を減ヒ，より人間的になり得る左想定し得るの

かを若干でも論じて欲しかった。もたろん，草寺者ーに

よ？て紹介され，あるL、は新しく設計された諸計

ii同7°P 1了スを比較・評伽iする場合に考慮されるべ

き諸々の性能（特-r't）として，：十両プロセスの安

定性と情報効率性の他に，「プロセスのルールと構

成単位の個別的動機の両立性（動機性）J (Hiページ）

を強調してL、る所に，著者の問題意識があくまで

f士会科学のそれであり宅数理工学的最適制御理論

のそれだけではない事が明瞭に出ている。さらに，

諸計両－fロ I：スを設計するにあたって注意す司ベき

条件どして苓者は次の上うな非常に重要な命題を

記している事も忘れるべきでない。 「組織の構成

単位は，それ独自の動機と日的をもち得る人間的

革位であり、工学的な変換器ではない。したがっ

て、それらの諸日的ど動機とに衝突するような形

で， j詰適問題の組織的解i去の過程に各単位の参加

を強制する三とはのそ、ましくないし，可能でもな

いにJ(;,Oページ〉

IV 

上 iごの情報フローが大規模最適計両化問題の数

学的解法をシミュレートし得るように流れるメカ

ニズ、ムを設計するためには，すなわち合理的な計

l巾｜でFロモスを設計ーするためには，内客の宇号察より

も先ず形式を整備して置く必要がある。著者の大

ラI
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きな功績は，具体的な計画プロセスを新しく試計

し，その諸特性を数理的に証明してみせた点にあ

る事は無論であるが， Lan;c;eランゲ， Arrowアじ

ー， Malinvaudマランヴォー， Kamai・Li pLkコ

ノレナイ・リプタク等によってすでに提案されてし、

た諸計画プロセスを統一的フレームの中に盤理

し，議論の見通しを実に透明なものとした事にあ

るc このような統一的フレームを作る事なく，彼

らによってそれぞれ独自の数学的手法を用いて設

計された諸々の計画編成法を一つ一つ精密化し，

紹介したならば，本書のヴォリュームは何倍かに

なり，素人目にはより昨大な知的作業に見えるか

も知れないが，評者と読者ポ今手にし得た透明性

は相当程度失われたに相違ない。

苦者の設定した計画プロセス Gr守報交換と立思決

定のプロセス〉は，以下のごとき六項目のオペレー

ションがら成る（75～86ページ〉。

i.計画当局によって組織全体に向け送られる

通信の符号。第 tプロセス・タイム〈注1）に計岡当

局t土，通信 m.,(t）を各生産単位に送る。 m.,(t)

εM。であり， A/0はあるヴ且クトル空間の部分集

合とする。

ii.生産単位から計画当局に送られる通信の符

号。第 tプロセス・タイムに第 1生産単位は，通

信 m,（のを計画当局に送る。ここに， illi(t)s At 

であり，ルfはあるヴェクトノレ空間の部分集合とす

る。

iii.逐次情報交換のはじめ方（プロセスの初期ノレ

－，レ〕。 mo(o）の決め方である。

iv.各プロセス・タイムにおいて，生産単位が

計画当局に送る通信を決定する方法（反応ルール〉。

第 i単位が分有している環境情報＝生産可能性に

かんする情報を巴.（注2），第i単位がプロセス・タ

イム tまでに計両当局から受理した通信の枝合体

ラZ

を Mo(t）とすると， m1(t)=f.(M0(t);e）により

定義されるルールの事である。著者は，ニつの生

産単位の技術環境が同じならば，両単｛止が全く同

じ反応を示ナノレール（非個性的impersonalルーノレ）の

みを問題とする。 m,(t)=f(Mo (t); e;) 

v.各プロセス・タイムにおいて，計画当局が

組織全体に送る通信を決定する方法（コントロー

ル・ル－JV〕。計画当局がプロセス閣始時点におい

て有した情報を eo，プロセス・タイム tまでに各

生産単位から計画当局が受理した通信の接合体を

M (t）とすれば， L1mo(t) = mo (t+ 1)-mo (t) ＝φ 

_dmo(t）一
(M.,(t），暫（t);e，），あるいは m,(t)- citーヂ

(M, (t), M (t); e，）により定義される／レールの事で

ある。

vi.情報交換が終了した時に，計画当局が組識

全体の活動計画を決定する方法（決定yレール〕。t=T

で情報交換が打止めになると，それまでに計画当

局に蓄積された情報に基づいて，各生産単位の

活動計画 xT= (xT ，.・•， xT;・・・XTn) （注3）が決定され

ねばならぬ。 XT＝φ（M,(T), 瓦ノT(T); eJ) (T解と呼

ぶ）により定義されるyレールが問題となる。ここ

で著者は，注目すべき分権概念を提起している。

プロセス・タイムTにおける各生産単位の報告通

信が自分自身の活動に関する提案を含み，かつT

解としてこの提案が採用されるような計両プロセ

スを「最終解の決定に関して分権化されている」

(84ページ）と呼んでいる。著者は，このような意

味で分権的な決定Iレールを好ましいとしているよ

うである。

がくして計画編成のための情報交換と，意思決定

の様式は，統一的フレ→ムfl（注4)=(Mo, M, £，仇 φ）

に民体的内存を指定する事によって得られる。諸

計i商プロセスは，相五の比較・検討を可能ならし

める形で叙述され符るようになったのである。
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統一的プレームに具体的内容を指定する際の数

学的指針は，kuhn幽Tuckerクーン・タッカーの定理

(39～46ぺ－ ）＇） でよ’〉る c後に列挙する14個の計画ナ

ロセスは、是初O'〕MB7°ロセスを除いてすーベて三

の定理の教える最適解の性質を満足させる原変数

とヌ｛｝，］変数の値を逐＇／J；的iこ求めてゆくように散防十

されている｝したが－，て，日ITIIuプ口セスがいかに

巧みにデザ、インされていようとも，クーン・タッカ

ーの定理に固有な弱点は温起され5るを併なヤ。

周知 lノ）ごどく， ｝ii］所最適i包間哩，最適化問活そして

クーン・タッカーの定理は，生産可能領域の凸性

によって同値関係をと ;'.I結んでいる。とょうが，収

穫逓増のケースのごとく凸条件に違反するような

環境を相手にする場合，当然，上述の同値関係に

依拠できない。さらに，そのような時にも局所最適

化阿国を各個撃破すること tこよって大域的最適解

を見つけることができたと仮定して、そとにおけ

る双対変数の値を価格として利用して最適解を評

価したなら：i',,i'ド価叫I]潤〉額は rイナスになる

事が起こり得る。したがって，評価額が報酬額と結

合しているようなシステムの下ではクーン・タッ

カーの定理；こおける双社変数を価栴（fl'fitfi係数）

として利用 Fるゆき方は，生産単（立の動機付けピ

おいて必ずしも成功する訳ではない。

j;J, I:のようなあらかじめ予想される難点はある

にせ上，統一的フレームを具体的な苛画、アヮロセス

に較形せしめる最も合理的なやり方は，クーン・タ

ツカーの定理に従う事であろう。 l¥IBプロセスの

ごとく全くこの定理から自由な情報交換の仕方も

存在するし，しかも唯一長期にわたって実践され

ているのであるから，必ずしも最適性を目指さず，

達成可能解の発見を目的とするような計両プロセ

スを何か全く別の指針に従ってデザインしてみる

のももう一つのゆき方かも知れない。ハンガリー

の経済学者 Kornaiコノレナイの最新の大著 Anti-

equilibrium 『民均衡論』にもられた思想、がこの問

題にがかわってくる。しかしながら，現時点にお

いて拝者は，上下の情報交換に最適化問題の解法

を組み込むことに努力を傾けた青木氏の労作を高

く評価せざるを得ない。

（注 1) 情報（通信〉交換の（77ベージ〉回数のJI民

序数表示。ステップとも呼ぶ。

CU: 2) 技術；ft歩は， ~I 函 ff'Iえ中にJ.じたいと仮定。

つまり， eiは一定。

(/13) i=l,-・--・,n l正，ゴi!'t.単位♂）数。 XTは s次

元ヴェクトノレ， Sは財の種類。

Ul:4〕 この 11をプロセスと呼ぶ。

V 

統 a的フレームを構成する事によって諸計画プ

ロセスを比較可能ならしめた著者は，それらを評

髄する基準をプロセスの特性という形で指定する

く86～115べージ）。

(1）特性Wl一一一プロセスをどのプロセス・タイ

ムで打ち切っても，達成可能な言i凶l課題（T解）

がJ;l，、出される。プロセスは，適切に定義されて

いる（well幽defined）という。

(2）特性 W2一達成可能な初期解から出発すれ

ば，どのプロセス・タイムで打ち切ろうとも，達

成可能な計画課題（T解）が得られる。達成可能

な初期解に対して適切に定義されているという。

(3）特性 I一一（初期解が達成弓能ならば）均衡 Gl:I) 

状態に到達するまで，金体の目的関数の植を次々

に改良してゆくような形でプロセスは進行する。

〈達成可能な初期解に対して〉逐次改良的と Lう。

(4）特性S1一一どのような初期解から出発しよ

うとも，情報交換を無限に繰り返せば， T解は最適

解tこ接近してゆく。大局的収束性を持つという。

(5）特性S2一一一初期解が局所的最適解に近けれ

ば， T解は局所的最適解に収束する。局所的収束性

ラ3
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特性W Iと特’f主W2のどちらが実践的により重

要であるかといえば，特性W2の方である。すな

をJ年つという C

とのような初期解から出発しょ

勺とも， T解は均衡解に収束する υこv'lll.'i, tどf安定

16）特性s:-i 

II命J_ljj必？？：ゎ；》，特性w1を持つ計画ブ3 口セス；土，

的に特性W2を泌すのに反し，特性九九ア三を持つ事

必ずしも特性がi正l苦jさ，iLてL、る』i十［I豆プロセスi土，均衡解i土，常に品適解とあるの

品適解v土、常に均衡解であるつ

であるという。

17）特性（） l 

181特性（） 2 しかし，実践的な員十両¥V 1をflfっと i土限らない。

なぜソ忌 IC!セスi土，特性W2をi.ii-u:-fi 十分である。必要通信 il~）量がは（防相UJの次

元数）である ii主情限的に最も効キiめであるとい

(9）特性E

ならiしたとえばi;j'}9 ；火 5 力 f子計画~ゴスプラン

と諸企業との間の情報（通u交換によぺて作成

ずる時（L 第 8次 5カ年；；＋TI画の各企業の生産実績

〔の推定値）を汁Ii可－／ 口じスの達成11J能江初期解

として手1Jmできるからでめるc ：必1;;-, ~JIJ ）与J Cl）生産

;,l-1,h1当局内定めるあるm附よVfrUiγ

ヲトルとl｛同｛主 3J,/Jjt:]約条件のドで， n立の生グ：

C
 

ル
主

Er－－ 

L『
r
r
J

ι
f
 

nu 

るi,t初J/J江十Jiltl譲位（T解）どLi-t{.'UJぃ自発的；ニ

？期のそれJ；こ含まれるという形で生e可能凶i戎：土，i－く／よぐと ι［，，Jヰ：；二ノ均二NiJである。 二J〕時， ,JI百n
支持11J誌であらと ιい i正ブjl'.技術は進歩するものであろう cもちろ／り 1fi課題（土、；＼;iJ約rt／；二J5 L、て、

今Wl

かん全面的に原子力発屯に踊らざるをおなし、とい

「｝ような’；玉店においどは，前身iの実績Lの推定位）＝

ノF端山口H-11可プロセス（7）初期解というと事式lよ成立し

期で地球！この石i¥li資源を使い切ってしま＼＇＇，

｝！？号店4乞W<:i@l:\l ；こ~； 1ぜ札く心〉之s'l二）立q::111特刊（

ートf,'[;:,\Fズ rt ，~－＇し士 i生！Iえする（17ソをコ〈｝

特性S1，特性S2，特性S3，特性りし特

性（） 2のことく，担当多数のH数の情報（通信）

交換を行なう烏合に見られ得る収束性とか均衡と

かL、う性質は， J見実のJ＋凶作成過践にとっては余

,J 41＇要で！：n、かも知れなし、。なぜならば，第 8次

ろ力年J1';1hJv）実胞期間中に第 9次 5)7年五十世1jの｛jc

h立を開始する場合L 第日次 5:IJ年計画の実法推

定が可能となるであろう 4年目の後年から計画プ

ロ己スを始動させるとして，曲家J十両委員会と諾

企iちとのll-llの情報交換の回数（プロセス・タイム）

ないであ 7） うカトー

自分にとってよリ有利なtfil¥,1,:l’f:lliiγ 工ケト

レをHl1珂当時刀、九引きtl'1し得る；l;y，その生産単位

て←1扇情！？」4)び） 11J能性があみという

同じ k うにしてより井忠、制約条件 ~i]iさrl¥Li！｝る

C ii Ht/ t 5 'en百Irittlーがあるとし～fつ

主f土、

ーデ

’、、

Iiネ

；守す刀、；村'i'fifこ記げをmL、て定ょ℃以上のように，

化している諸特性を，w」己サi'(Jiシ、ラア Lースして

これらの11個の特性ゴ）内容合+ff察すゐに

は十分であろう）

著者l士、！1 ! ；；通 1',(8)kでの諸特rtを iプロセス（！／

ユバ二？ふ

,g: J）特性を安定性」（州～＜Jj,'.->') U 、う fiiiで，

（%～10三ぺ－：，＇：） という日iで，：JO)「情l¥),C＇〕効ヰ：＼ l」

それほど多くとれないであろうからである。

それにたいして，特性Iでいう遂次改良性は，

計i員H1~1，立の実践におし、て重要な意味を有する！事は

明i阪であろう e 遂次改良性一般の実践的重要性を

認めるだけでなく，計画プロセスの設計首に計両

i土ラと111)Cl）二特性を「プロセスグJ勤時十l,( I山～ ll5べ

現実の社会主主計画経i完全研究するf，づ易からみ

て‘以上の諸特性をどのように考えるへきであλ

ージノという出でそれぞれぷ細；ニ論じていみ c

う4

うか。
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実務家は， i欠のような強い特性をもっアロセスを

希世するであろう。すなわtJ,7°ロ七ス・タイムの

時間制約をだえるならば，目的ffl数の改良速度が

最初の｛ロJlri]治、（／）＇情報交換におし、どより速し＇ Jr¥属プ

ロとてがよ I):j；長主的であるは寸三である。このアイ

子、アを慌工tf(Jに衣七ti_したιのが第ll湾と第三図に示

されてレるごつのよ芸；欠改良｜均三十um-fロセス aとb

でふる。第li司と第2［泊に了、されている誌に，長十防i

ブ 2 口七ス aI：：『 i誌初じっ 4削はまでの時計え（通信）交

挽でi主計同j7＇口七ス bより小さレfli'l'JI百数，！）II立を

与えるが句それ以後；土より大きいIi的関数の（立を

与えるものとする。 r,I;j1＂ロピスが品終的 iニ1&i底値

に到達するかしなし、かにかかわ「yず‘ fロセスの

継続日寺間がかなりかぎられているたらば，；i十回iプ

ロセス hのブjが／ffまれる：事：土自riflであんう (I6 I。

この問題：土，特tiEの規定の仕方，すな.i,t;fN 

a小il1lili－－

l 
－ 

仁 t: 
’h 

。

~ 

円♂＇＇°＼

，， 

シ4

1 つ

図

い「丁｛主工、二
¥ ＇・E

2 i辺

/-A 

－ーT←一一一一→，
3 4 5 

報的に長も効率的であるという事の定義の仕方に

関連してくる。若者は，「プロセスの運営に必要

な情報の伝達費用J(97ページ〉にのみ着目してい

るので， i青報の効率性を計両当局の発する通信符

号 muの次元数によって測定され得ると脅えた。

しかし；；1－断フ。ロセスの運営に必要な情報費用は，

その伝達費用（計画当局における情報変換費用とj遺

伝費用）の他に各生産単位における情報処理（整

理.;J算等）の費用がある事を忘れてはならない。

とこんで、この情報費用は，情報処理時間と正の

相！婦がある。すなわち，一回の通信交換に必要な

時｜況は，己十両当局における情報変換時間ト通信時

間十生産単位における情報変換時間の和である。

著設Ii，白ij二干干の時間に発生する費用を fフU ロセ

スの運営に必要なf吉報の伝達費用j と理解したの

である。とこ人で，これら三磁の時間の合計時間

こそが；，十両プロセスの運常に必長な情報費用が発

生する時間であると考えるならば，ここに二つの

問題が発生する。そのーは，ある計両プロセスの

情報効率性の制度として計画j当局の発する通信符

庁 Illoの次元数を採用するだけでは不十分ではな

いか，各生産単位内部で実行今せねばならぬ情報処

理のなと効率をも反映する測度が必要であろうと

いう疑問である。その二は，－－［，_iJの清報交換時間

の長短がプロセス・タイムTの大きさに影響する

事から生じる問題である。計画編成のために使用

でさらリアル・タイム（自然H在日号）が 1年であると

仮定しよう。その場合，計画：7°ロセス aにおける計

算手続きは簡単で，ーやiの情報交換に必要なリア

ル・ダイムニ2.4カn，計i出jプロセス bにおける

計算子続きはやや複雑で，その所要のリアル・タイ

ム二 3カ月とすれば，計画プロセス aのプロセス・

ゲイムTの上限はTニ5であり，計画プロセス b

のそれはT-ccc4である（注7)。この場合には，計画

ララ
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上記の

命題の他に，芸者が「プロセスの動機性J(§ 9) 

で・re;察している両特性をも，すなわち全体的目的

二利益（「プロセスのT解の総J）と個別的口的＝干I]

必要ト分条件を探求しようとするならば，プロセス aの方が計画プロセス bより好ましい性

能を持っているといえる。要約すれば、特性 Iで

f見定されている遂次改良性と特性Eで論［られて

ルーノレを逸脱する（ウソをつく）事によって一部

の生産単位がばくだいな利益を社会の他の部分と

社会全｛;t=の犠牲fこよって，搭符する可能性の処］屯

しr一2

，~，うしコントロ一 rレ•）l, 一／レに寄生する特権も lei.Iι 
，］.，」ノレに寄生すふ不労所得も？士会全体（紘織？？で体）

に与える損害のJ尽ではi"i質のはずで、ある cさらに，

T｛，ι 

そして反応益（「｛向日lj的T解の組J）の矛盾の問題，タイムグ）問（系金／；~し介にして総ft的に ＂1;宗されるべ

きであろうご

特性Cと特性 fとは，従来ソ連・1相次の社会主高

;r十ffl1i経済の研究者ふたくさんの具体的な事例を

げてイ吊枠内的；二主張してきたτJHviと往；持；二問係Lて

L心。特lこ司、＇／ jr1); (fl経涜改革ぬ争とケ［：てずる。ず

ぷわ七、総iu，王者I'H旨＊~（C) 欠 lt1·l:: 手1LflH旨 111の相対的

？とイ立性；二問 Lて行なわれた！ぷさ｝：のぷiぶ；ム日・rt

プー lユ弓rス・タイムとリアノL・ヤる情報効率性J土‘

メト；点余C n定式化によってJW,/(,t;r't!J友成士j告示jし、

そのチェッケのために必要な通信

！立は激増し，’Ii僚機構を肥大化させる効果をもつ

のみでなく，本来価値中立的で、あるべきテクノク

ラチ〆rッケな宵i京機構に正義価値を亥IJりする事に

もなる。以上のような事態を社会学風にi之助すれ

), Lば十るはどラ力のi旦，J、中fl；，ば材料必要f誌の.，：＆大qi;ifとして新

製品1iill11小川！di大巾請存在Jihくハてなされた時さ t

ヱトトはマス 0）悪欲を制御する仕事においジーホ

i亙i;i}うにおいて正義を感じるとし、う現代社会のー断

i厄がiZび上る。

(ii 1 ) こ111:U：ヅ））！＇減交換を riな.，ても，析しい

1 t阪が挺U,J.!ti!/なし、：Ii.'、態。

〔Li:2) 汗 ail,,,i F"iプロ七スの｛店主位伐Hli土，；；trmi"1 

1,,j ゾ• JE ,j ,:, i,Ji 1;I ；，＼：，こ 1~ u J .:IJ l'IJl~J 係乏トIf，，モジJ;1u 1,; .Ji~ 

、I, ,;I 1rl i :''1 ),,J J > JIじ／ι，nUびノ1;i;,M., シ＇；3；フじ!lf亡J/J？：，と

＇；じめる 1.，がi’I・＇＂，と丸みと ιえといとy 〔97～98ページ）。

UL:,) J 二 s て止ノろ •Jr. に /l.'Jo

マスはエリートの特権を批判するて r［誌を感じ，

提f'Jしたのである。特性Cと4、？？午 fを；：，;iiじている

・？＇ロセス円引出性の節（去り）は，数学i'tJ;l民生が

tJ会現象をアク Fュアノレにyl,ij察 i-るuuどli1来的に

作用しf~ って，現代社会主義ふ経済の研究？？の心古？

とらえて離にさぬ理論的な問題提起と tよーにてU、るc

ここで触れておかねばならぬ問題は，l｛すが［情

報の効卒性l び〕節〔自 8）で宵僚信I］を tページ（9CJ～

｛♂ノ＇ii:.よ（ヒ；二よ vP一て理ふ（！＇，JJえりl'.i: の議論i土，

ιっ；fc"yコン1112ページ）にわたって諭じる院に、

ト口ール・；Lールを主軸にた察している事の桂子f

「組織の構成単位の発するilD.Lのである。

処理・伝達ど通じて，組織ノi：体0)・!ti ~·ti.交換と豆、店、

次定のプロセスを管理・調整すると L、う計両官僚
C/F 4) l'it:.-,J, 'l:!J主！ヰJ r，ぜ Jけω報舟＇，ぷ｛山係主止を上

・) ＇：きく jふこと。

Ci 15) 泣；n:tr r:-：♂）ミ三マムを引きl、げたり， N：人

,, IJF< ii!'!'' J) ＂ケシー、ムを '51さトー；ff：りすること。

(ll: 6〕 1/,J ／ロ（スに J;＇.、ごプ p ヒス・タ fJ、を 1

γ i> .タイ ム (iiF’IJ;i＇：，つに検 n寸るか［ミ数が応 A であ

／ふとし tご》、る。

(it二7) JJ.l{lこの・；＇：－斤メカニズムに toe、亡はう1拡下山

ノアヒロセスのコントロール・ルールによ

って要約されて L、るJ（灼くージJそして i苦忠誠

節機能をつかさどる官僚機構がその機能の独占に

の機能は，

(101－、ーシj

とし、ろ著者のつかみ方につLノ、て基本i't':Jに1,;J.立する

しかしな'IJ，ら，官（京（t'.J特権の成立の

もと／九、た特権を予言il毛させている」

ものである 0

56 



Ⅵ

1972090059.TIF

単位が午度予算・＇：｛＇.携汁函を fFJにL，査だ竺ぞきけ，：J

画が完戊コるのに I：休6ヵ月v:ii II寺が必官、である。も

しも，査定が下りず（Tキ 1），政初かんやりi復せば，さ

らに 1 カ月半f止の叫！？司を~する それで（J量定が下り

ない(Tf-2）ょう勺「＇J';j-;}jな竹山：こは，さ、＇ C i二1カ｝！

半の！寺閣が必要である。したがって， 3 ステッブの所~

日アノレ・タイム＝ 9 カ月であり，九テッブ~りの平均

所要時＇ IJ:'., 3カ！ ；：，， る。 kfさift；総務ま1'K J＼：による

VI 

個々の計画フ。ロセ ζ の叙述形式である統一的フ

レームを構成し，次いでそれらを評価する基準と

なる諸特性を規定した後に，既知の計山i←.1＇ロセス

と著者の設計した計間プロセスに関して論理的な

解説を ij. えている υ れし， iユド iこ主旨を ~：，介すふ

ところのお1Bプロセスから λii模索プロセスま

では「プロセスの定義」（§ 6）の叙述以前に入門

的説明として与え「〉れているのヴあるが‘一－。

(l)MBプロセス＝物材パランス法〔51～62ペー

ジ）。

i.計画当局の通信符号一一－s次元財ヴェクトノレ

し？） n組（x, X2, ... , X ,・・・X1e) （注 1'o 

ii.生産単位の通信符号一－ s次元財ヴェクト

1レ。

iii.初期1レール 最終需要tプェクトル y(o）と

各財の総生産目標ピ（o)= ~1 x;(o）位2)

iv.反応ノレーノレー－x7(t）を最も効率的に生産す

る時の投入量X1( t) （注3）。

v.コントロ －）レ・ Jレ－；レ一一－Jx+(t)= x+ (t+ 1) 

-x+(t) =y(O）－（刊）十会山崎）伽すなわち

第 tステップの生産不足（過剰〉をその総生産目

様に加え（がら減じ）第 t+1ステッブの総生産r:J

標とする。

vi.決定ルールー第Tステップでデロセスを打

ち切る時， y(T）口x+(T)+I;x1 (T)+w という様

に最終需要量を y(o）から y(T)Iこ調節する。ピ（T)

と x1(T）が計闇（産出・投入）課題となる。

(2) Langeの模索プロセス（62～β9ページ）

i.財空間と問じ次元を持つ評価係数（計算価格〉

ヴ ζ クトノレ。

ii.財ヴェグトル。

iii.任意の評価ヴェクトノレ p(o）を発表。

iv, 評価ヴェクトル p(t）叫5）の下で評面仲間）

額（p(t)• X）を最大にする活動 x:(t）を選択。

V, （注6）前もって定められた移転所特Iとp(t）の

下で口的関数日y）を最大にする最終消費最 y(t)

と生産単位からの提案需給量 x,(t）に基づいて，

各叶内耳給差を計算し，超過需要（供給）の11寺は

その財の計算価格 p,(t）を上げ（下げ）る。

vi惜 7）.第Tステップ（：／ロセス・タイム）でプ

ロセスを打ちきる時， x.(T）が第 i単位の計闘課

題とされる。

(3) AH模索プロセス＝Arrow,Hurwicz，宇沢

の模索プロセス（69～70ページ〕。

V. (2）の vtこおけるがt）の選択の仕方のみを，

U(y）一（p(t）・討を最大ιするような最終消費ヴェ

クトノレ y(t）を選ぶというように修正する。

他の i, ii, iii, iv, vi，は，（2）と同じ。

(4) Langeの修正模索プロセス（71ページ〕。

iv，各生産単位は，評価ヴェクトノレ p(t）の下で

限界評価額（p(t）・ dxi）が非正となる活動 X1(t）を

選ぶ。

他の i,ii, iii, v, vi は，（3）と同じ。

(5) Walrasの模索プロセス（72ページ〉。

iv.各生産単位は，生産活動の操業水準を限界

評価額（p(t）・ dxi）の符号と同じ方向に変化させ

ラ7
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る。

¥', (21山 vにおける yit）の選択の仕むのみを，

。，U(y(t))
第 j財の限界効用 と評価係数 p/t）のay (t) 

に比例して，最終消費 y,(t）を変賀するという

合に修正する。

他の i,ii, iii, viは，（2）と同じ。

i6)AH・ 模索プロセス＝Arrow,Hurwiczの修

正｜主索←7• ロ円ス（ 7:l～74ぺーヅ）。

iv. (5）の ivにおける限界評価額（p(t)• dx，）を

予想限界評価額（p，】（t）・ dx）に置きかえる。ただ

し， p:(t)=p(t）＋』〔p(t)-p(t-1）〕：泥昌）

v. (5）の vにおける評価係数p.,(t）を pj'(t) lこ

き換える。

IT! FCPブ、ロセスエmalinv,mdUl full-co【うt-pn-

cing (ll'l-Lllページ）

i財の評価係数ヴェクトノレ。ただし，労働の価

格を 1としてある。

ii.労働投投入を 1単位とした場合の技術係数

ヴzク卜 yレ。

iii.任志の；平価ヴェケトル。

iv.評価ヴ三クトル（p(t),1）の下で評価（利潤〉

額が最大となるような技術係数ヴ且クトノレ。

v.各生産単位から受け取った技術悩報を再評

価して利潤が（）となるような新しい評fafiヴェクト

ノレを見L、出すっ

vi.第Tスヂッデで特られた技Wit'青械に基づい

て目的関数を最大にするような労働配分を決定す

る。

(8) Mプロセスニmalinvaudの社両プロセス

(Ll6～141ページ）。

i財の評価係数げェクトノレ。ただし，その和が

1に正規化されている。

ii.財ヴェクトル。

ラ8

iii.任志の評価ヴェクトノレ。

lV. p(t）の下で評価（干lj潤）額を最大にする生産

活動 X1(t）を選択する。

v 第 tステップにおいて計画当局は，それまで

に第 1生産単位から受理した生産提案 X1(0),xi(l), 

…・， x;(t）の凸結合によって，第 i単位の生産可

能集合の近｛初f；を狩る。それに基づいて， U(y）の

最大値を求める主問題tニ対する双対問題を解いて

双対価倍以t---¥1）を計算する。

vi.第Tステップでプロセスを打ち切り，それ

までに第 i単位から受理した生産提案 xi(O),x.(l), 

x（コ），…・－－x,(T1）の凸結合iこょっ）て，第 I生産単位

の生産可縫集｛tを近似し，それに）£づいて主問題

を解き， y(T)= _I; x,(T）十w を得る。計画課題

xlコx,(T）である。

(9)KLヅロセスェKornai-Li ptikのニ段階計画

プロセス（141～150ページ〉。

i.各生誕単位に対する財のt1J当ヴェクトyレ。

すなわち s次元財ヴェケトルの n組。

ii.財の評価係数rプェクトノレα

iii.資源賦作量wC注引を分割して各生産単位に

割当てる。 :Cv,(o)=wなる v,(o) C注10)0 

iv.第 i単位は，割当てられたv,(t）の範囲内で最

大の生産或果を実現し得るような技術とその操業

水準の選択をする原問題に対応する双対問題を解

く。すなわちそれぞれの技術の評価が正の利潤を

生まないという制約の下で割当資源の自己評価額

(r, •v,Ct）〕を最小にするような資掠評価係数 r\C注11)

を求める cそして前ステップの自己の通信n(t-1)

との加重平均吋）二：r；十（ 1ーか／t-1）を報

告する。
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V. 各単位から受理した生産提案、 X (t）を集計しt子生産単位から芝草1！したいパt),計jjflj'1.i｝斗はヲ

111.J 
1怒数の偏微分を評価する。へ， i -p,=j》（t)

り j Yニ y(t) 

という公式で計算価格を調整する。さらに， f干JV.位

から受理Lた二子土日限界収入生産力を斤h、て，労働

の配分比企ヴ工イトとしたヰリ~J{111r(t）を求め、

平J~J f[1 tり直＇j＼、（｛氏L、）限界収入生産力 r,(t）を

示す生産単位：： r土，ヲ；｛ぬの配分を l ＇~J加 f減’ト）さ

その依によって目的て、 y(I）ニエx,(t）を計算し
, r(lJ）によって；ij当資｛原の絵、μ干filli

福乙 lr,(tj • V J全品大，：-1－る上うふWil』〔刈当 v', I 

－Y 
、）t
 

l
＼
 

T
A
 

r (tJ, 

を呼出し， r'rfiステ、I f,J) i'J己の通信 v( t）と｝Jll；ふ

問 V,l,t ト I•= ~ v', ・1÷i l ~ ; v,(tlを 押し

下達する.，

vi '.f;Tえずソプlでブ内ロセスを打むしJ]:J ' j奇j原

;¥,J'l; v (T1 (T〕；\j1JtJFで最大の竺皮 r1＼／： ~c ；ともたら

t ）：：弓 tdzf桁とそのj設業水準が第 it)＇.｛立の計＇~IJ諜

。
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民之＇ - ｛ーーペし .,, 

VI島市Tステ ＇／ 7＇で －f口－f：スを trち切り，各三tiJ刊H-,・,,,－！＿＿，ス Heal；勺百十日IJj/n 勺 -,, ：！！）（）～151ぺ

ーン）
V!')j'Lf立かん戦告された生産提案が＂ト画課題とされ

(121 1¥[ 7 ロモスコ青木氏の提案する投資資金規

;fjlj；二上るJ[iiij7° ¥1セス (17:l～185ベージ）。

各言＼・ [tbi期間における貯の評価係数tγェクト

ノレ，，¥I-LIN此終期末における各単位の資本ストック

，］＼＇似係数： γェクトノL，各単位への投資資金配分ヴ

る。 x;'=(x,(T),-v; (T））。
:x:; t とう、 す町二おける；ij財の各 NifR r;J 

('f'l/;1十止入と故終1打tt)v'l(c分！じ不全不変にして.t3 

い亡、日 1生直lji.位，，ゾ）；巳1J':1iをi>l』?~ tp. i :u,; 

V 

たli:ji二？て｝ :・, )lる円（1引;i.Jf!zゴ）泊分 r It ;·~ ,;l'f:tする c

それが平均！［山~,i,r /t；上り大き L （，トさ＼ '} ii寺
"' '. 

山内！？号をf自民l(i~• ；、）させる J包＼ j財の第 i

ii.各計i1111:1-tmg1におけるlUヴェケトル，計両最終

期末における資本の生産能力指標，生産能力拡大

iこともなう子恕限界収益／費用比率。

iii. 任意に lを特定する。

iv.資金 fl,(t）と技術の制約の下に，各期の財i,i'

{dliヴェクトル pc(t) ：社14）と資本ストック評価係数

ヴ工クトル c(t）によって評価される純収入を最

大にするような経常投入産出ヴェケトルと投資プ

ェケトル。

,11),¥ 7＇口ピス二 i'［木氏の提案する労働統治！Jiニ工

ぺ6~卜同ブ。 ， 1 七ス（ j ：.：！～l：.件、ージ）し

l 己 1次元の財oJ；・日!ti係数！？、ェケトルと本源ぽ

〔労働〉川U;:Tl各生rrr-¥a ff；＿への；t;1j空＼ ・lェクトル

( n i;JZ;i::）。

ゆ！と 1，司じci也の i,ii, iii, iv, vi；土，

ii. s 1次元財 γェケトルと本源財の主産性係数

( 1次元〉。

i任j吉νつ評価係数 1ブェケトノレpio）と ζV,s（ρjコW 円

それらを各期・各財の需給口ジェクトを計算し，

さらに投資プロジェクトから最として報告する。
なる労（劫害1J当 v、（o): iとII(10）ウ、ェクト，，：.－。

終期末の資本の生産能力指標を導出し，報告する。

生産能力指標の 1単位の増分が生み出す

経常投入産出の士自分を全期間にわたって予想評価

係数で評価しアニ値（予想限界収益）をその泊分の

ラ9

ついで，

各生産単位は， l〕It）と v、（t）のil,IJ約の干で

百品li1由（平I］，問） (p(t) ・ x，）主：最大にするx,lt）を選ぶ。

さらに予想価格 p:(t）を用いて;,t,:w;(U{cつ予店、限

A’,v 、

界収入生産 ｝Jr ， 二（ pこ （ ti• 己；：： I Xi x (t））を算出する。

IV 
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創出に必要な投資プロジェクトの増分を予想評価

係数で評価した値（予想費用）で除して得られる

値（予想限界収益／費用比率 p;(t））を報告する。

V.各生産単位からの各期の需給提案 X1T(t）を集

計して総需給量を得，各期において需給が均等す

るような各期の最終消費量 yrと貿易量惟15)zrの

中から，目的関数の最大値をもたらす消費計画

yc(t）と貿易計画zτ（t）の組を発見する。それらに

よって目的関数の偏微分を評価し，評価係数ヴェ

クトノレと比較し，評価係数の値の調整に用いる。

次いで，投資資金配分の調整は，第i単位の予想

限界収益／費用比率が 1より大（小〉ならば，すな

わち予想限界収益が予想限界費用を上まれば（下

まれば〉，その単位への配分を増加（減小）させる

という具合に行なれ

vi.第Tステップでプロセスを打ち切り，その

時の各生産単位の需給提案と計画当局の作成した

貿易計画が，計画謀題とされる。

凶DWブ＠ロセスエごDavis

想された外部性を取扱い得る計画プロセス（190一
198ぺ一ジ〉。

i. 各財の消費評価係数ヴェクトノレP，外部性

の評価係数グェクトノレq~，各単位における投入産

出財の総合的世間評価係数グェクトルqJ。

ii.各単位による自己を含めた全生産単位につ

いての活動計画の提案。

iii.任意。ただし， ql(o)=p(o)+I:qf(o）をみ
』王牛1

たす。すなわち，計画当局が第i単位に通達する

第j財の総合的評価係数は，消費評価係数と第 i

生産単位が第j財の産出あるいは投入を介して諸

他の生産単位に及ぼすフ’ラス・マイナスの効果の

評価係数との総和に等しい。

iv.第i単位は，与えられた外部位評価保数グ

60 

ェクトJレqr(t）と総合的評価ヴ且クトルq}(t）によ

る評価額を最大にするような自日の活動計画x)(t)

と自分がのぞましいと考える他単位の活動計画

xi(t）を計画当局に提案する。

v. p(t）を所与にして，むか）ー（p(t).y）を最大に

する y(t）を見い出し，これによって消費評価係

数ヴェクトノレを需要供給の法則と閉じ形で調整す

る。第 i単位が提議する外部効果の絶対量よりも

他のk単位が引き受ける外部効果のそれの方が大

きい〈小さい〉時，外部性評価係数グェクトルは上

昇（低下）する。総合的評価係数の変化は，消費

評価係数の変化と外部性評価係数の変化との和で

ある。

vi.第Tステップでプロセスを打ち切り，各生

産単位による自己の活動提案xi(T）が計画課題と

される。

担4)Bプロセス＝青木氏によって提案された公共

財（外部性の特殊ケース〉を取扱い得る計画プロセ

ス。

i.公共財の供給水準の提案zと私的財の価格p。

ii.各生産単位による公共財の評価係数と私的

財の需給量。

iii.任意。

iv.公共財生産単位は，公共財供給水準z(t）を最

小の費用で生産する時の私的財の投入必要量x1(t)

を計算し，私的財生産単位は所与の z(t）と p（の

の下で評価（利潤〉額最大となる私的財の投入産

出量三1(t）を計算する。公共財生産単位は，予想

評価係数グェクトル pε を用いて公共財生産の予

想限界費用を，公共財使用単位くたとえば私的財生

産単位）は，公共財使用の予想限界収入生産力を

計算し，それぞれ公共財の評価係数として計画当

局に報告する。
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土く，文学的に紹介してきた日的は，中央機関と

しての計画当局と下位の諾生産単位から成るとい

う最も簡単な制度的特徴をもっ計両経済制度とい

V. 各生産l~i_｛立から受理した x,(1）を草1frし，私

的財の需給台計 y(t）＝ ζxベt）を求め，それによっ

てよ干価された円的関数の偏微分の航仁川（限界効

その運転技討すには実に多段な変極が論理

的に可能であるという事をすくなくとも現代社会

主達経済 fソ連・東欧諮問のみならずq，同・拐鮮民寸二

｝二民人民共和国の社会主義経済）を研究する人びとに

強く印象付けたかったからである G 計画経済制度

の，；（；j)Jll！的に可能な諸々の運転技術にかんする本吉

におけることく厳需に定式化された知識を布して

いと：，Jt，｛，どいなL、l場台とでは，現代の社会主義経

済の諸問題を 17§容するのに大きな効J手の差がある

であんうったとえば，経済改平A の問題を考えてみ上

与》 1%5{f9 Jjのソ連！＼＼共産党中央委員会総会に

よ p て本格的iこすミ肱されたいわゆる手l]i問）J式と Ill

来の松生産情指標を中心とする方式との間に存在

する祁違在理解する；；tに経済改革が求直（1'-.1・：吉報

えども，用1と私的財のJ価係数 1以t）の差の正負によ J 》

公共Mの限界効

用と予想限界収入生産力の干11が予想限界費用より

大（，ト）たんは，公共財の供給提案を増加（減＋）

させる n

1t: ：こ，て，）Y.価係数をと｜てさせる ο

.f: 0) 

時の公共同Jノ｛J,t中古提案 ZiT）と各l手f,'u.二よる私的

財の需給提案 x(T）を社両課題とする，，，

vi.第Tステソブ。で情報交換をtfi，切り，

［＇池織と；： 1-11可ゴ）経済s'l¥i;il/u）主要部分ば，！二記山

Hf同の計ll可ブ門！ゴセス（4,'fiこ， re‘［＞ l口心スから g-/

ロセス主で） c・ J数学的に！波宮な定式化と諸 j寺町i：の

ff無の厳宿な；正明にあてられているc ；千計両プロ

生産可能間j戎己日的関数のJL;:t犬に［叫する？？ブ、 fj；喝

/) 交j（をO）制度それ内体を永平i'rJ｛存wiご換の日jlj1丸そのけ能力：：l今間千fの諸仮定に立！］却して設，H'され‘

支り一二階の制度叫17)から一階の制度へ移行する；rill
I＼去されてL、みのである cLた力、一；， 1－＿；；己内部f1（＇トニ

それとも経j斉改革のかな度改革を行なったのか，各，；＼F可イロ巳 τえしI）不完 ／cな悦略L刀ミ伝えと〉ご，

そこにおける情報

すなわちある計画プロセス

めは二階のおI]度を前提にして，

交f換のルー／レの変更，

J-!' t; ~· ふ q
守入τず，：（ iilCL 

知的醍間lまl土、分解店〔I型の導入力、九環Jfli't'J外部門ブ

公共財の数午t的；1L.1cff!UこL、fこる (sl1～§＇.21) :1；；，；正な

られてし、tc，、，ii:をi:tTI:しておきた＼ '-' 

から他の；；＼－l@プロセスへの変更で《らったのかを概

q'i: f士宅明らかに後背のケースである。それにた恥

して、 1968年に実施されたハンガリーの経済改革

i土、怠間的に前者の道を進んでし、る。

fr-：ま？‘産簡指1菜かF予手lj；潤m僚への移i子は二階の計

！母可経；斉：i討度を改変するととのなL、言1

変ゐ：疋で、あると理解するのも，実はややオーバーな

J'mfi鮮なのである。：干寺者A カ：l¥fBフ。ロセスとして定瓦℃ 

！七してし、る、ノi車井［Iの立i画

なお機能している o :¥I Bプロセスによって発見さ

れf二計画課題を現実の生産過程で遂行せしめる場

ソ速の経済改主的に識別することが重要である。ト

J
C

数」型的叙述の［請しii'cにあることも市定できないc

環境的不確実性と；；十回の関係に勺v、て－1111hコーーラ

を（§21)おてて，；（，，； じている事も 1旨摘しておこう－，

主体的決定により生起する事態と；政卒

的に生起する環境状強との区りljが， ri1・両当）斗によ

】て ~i恥J,Jできないとい 7 新たな難問iが J;i':;l主さ jLて

.f:こで、；土，

I
 

rb 

1 、・＇＇－、d む

二涛骨カ：そn統一的ブレ一ムによつてtι式｛ヒある

いは手J＇主式化して L、る：十［可ア。口セ

f司でふ石 O 持：j干の肢宿：二数子1｝ヲな’r主点をそこに明

示されてし、る諸（反：t：；こ全く触れずに一々 と：むの二、



1972090064.TIF

合の物質的刺激が総生産額という成功指標に基づ

いていたのであるが，それが利潤額という成功指

協に忠づくように変更されえに過ぎないという似j

,Xiもli1当払るのであ石 J 総生産相指標に主演1す－ ;~ 

来日酬(1：系をMB －－／ロ－＇：スと；温み今せた経済改革以

前に存在したソ連邦の計画経済制度は，理論的に

予期されたはずの反応Yレールの謹曲を現実に示し

た。 l¥TBプコセスの反応Yレ一九によれば，計1,liiill 

}AJの生産指？？提案可（r¥en i生退学fl'::泊三産：11すヘ、き

: ；ヴェクト人〆j をおえも効率的に，？なわち生産nst車

吋域川フロ Lテ fアuこ｛党問する有効な校入員：l•ゾ

「ク卜 Iレ幻（t）の使用提主；こよ y て応答すべきな

のであるが，総生産額指標に基づく報酬体系では

(p • Xi〕の最大化に関心が集中し， x1(t）の有効性

の向上努力への刺激効果が不在なのである。それ

でも，生産アソートメントを守ゥた上ではは料の

品費問向が見られるのならiえまだ lも我慢でき

るのであるが， ip.x：）の最大化はτ 生産指令提

案 x;'tt1白守に反逆する重）］機を強く刺激する。す

／（わた、生！モ単的は，同ビ量の努力によって X't

(>0）と Xjc,(>O）のいずれかが生産可能であるな

らば，報酬評価係数（価格〉のより高い方の財を

生産しようとして，より｛氏L、方の財を生産しょ

としない傾きを示すコすなわち，irilじ努力に上って

ほ得し得る生産t知，したが＜＞てそれに比刺する－；＇

レミアムが不均等である三とから生じる。これは，

特性C C計画課題の支持可能性の程度〕に本質的に

かかわる問題であると同時に，反応ルールの歪曲

にもかがる市題であ石。不平I］な財の生産を避いよ

うとして，生産単世は、その生産のためにはきわめ

に大きな投入量が不l可欠であるとし、う事を交現す

るよろな x1(t）を投入計画提案としで報干与すれば

良u、のであるから。
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このような性質をもっ，諸困難の累積に直面し

ご，総生産額指様に立脚する報酬体系を手I］潤指誌

に主主づく報酬体系；こ切り換えたのが経済改革の 4

安広である。手lj群H旨t'JとMBプロセスの結合は，

前記の諸困難を幌和することは曜かである。手¥J潤

糊は（p• xt)十（p• xi')=(p • X；）と表現される値

であるから，第 tステップにおける x；＇の値が xt(t)

と計画当局いよづて指定されるならい，各J主産lド

ィιの利潤最大化社費月！の最／ト化 min{-p•x, iを古；

りとするのであり， したポって生産単位は生産可能

相j或のブロシティヤJJ土位百する投入ヴェケトル

x了（t）を発見するべく物質的に刺激されている。こ

の点では，反応ノレールの歪曲を生起しない。しか

しながら，総生産額指標の場合ほどではないが，

計両当局の要求する生産ア、yートメシトに抗抗す

ふ砂j機は残り得る。それは，同じ努力によって抹

f与し得る利潤額，したがってそれに比例するプレ

モアムが不均等である事から生ずるものである。

そして， MBプロセスにはこの不均等を修正する

内的保証が組み込まれていない日明。

抽象的にいえ！-f，、ノ連邦で導入され之手I］｛何方式

どiま上記の如きメカ二叉ムであり、？たしてm・場 J

カ竺フムのw活や資本主義的企業経営の復活を意

味するものではない。さらに注意すべきは，上記の

働きをなす総生産額と利潤は，その生産単位が自

rt1に処分できる購買力，すなわち所得＝報酬とし

ての利潤ではなく、報酬体系（所得カテゴ＇）ー〕が

そAi.,に比例すべき成功指標（計算カテゴリー〉であ

れば良いという事である。生産活動の成功指標と

しての総生産額と利潤が同時に所得出報酬である

か行かは，計画経済制度の制度的特徴の一つであ

る。計l吋プロセスの機能特性をn今味「る本書の[i果

舗の範囲では，とのような計算カテゴリーと所得

カテゴリーの区別は重要でないが，社会主義経済
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の研究者としては， この区日IJを；忘れると， rtff:S＇，シ

スチムと二階の計｜両経済制度との相違があいま L、

になるであろ行。 二階。〉計画経済制度en運転殺やむ

のj持「「にi土、手in笥加を計算カテゴリ』であると同

時にそのまま所得力テーρ ）ーとすら事も、手lj潤を

計算力子ゴ 1）ーにしておし、て， それに比例する報

酬を所付カテゴ I）ーとして設定することも両方が

11f能であら： rln訪メカニガムのJらかにl士、手l];J',¥J｛立、

本質的（二！'111」｝カテゴリ であり、 それが，Hー写力テ

ゴ I｝ーをも兼ねているわ二過ぎなし、。 本JFで＇，t互にfl二

されている；｜一｜州イロぞてでは， ,(t算力平コ！！ーが

同時に所1fi・カテゴ 1)－とされてL、ふれ

)t：行方弓りすぐLている］，1jpl:T）日十両ワ。n~＇スの中で

現実ク1経済制度じりふ I）ーケとして利用された i,の

は．『再史♂〕長1イ、.rvrBつO ：コ→ゴスが；tどんと｜可tA び）作I ！ 

である Cそぴif也に， AI 7白 Lτ セス（！之｛ミ＂'rt金況：1,1）；こE

る計！両7つ口斗，ス）に？まHJJ.グJンステL、カ込コ－一コ河スラウ

ノ r；二.tsv、て流判官金と｛El主投資用資令の銀行｛品

川に上ゐ供給メり二て、ムとして干I]ITTされた一七があ

ぐJ そのシス干ムl土‘きわめて短命で1〔6-l年の i年

問しか機能 L〆なか J / tご。現実に利用された資金規

制に上る計：tli1 イロセス；土＜i~!Y ', il十 11f1j当片山f,t~＼lj を

中央銀行 narodnabankaが演ヒ外生産単位の役）ill

全労働者評議会制企業が演じた。 長JJJJvl段資資余

ではなく， tElw"J究資用資金を［共給す一ゐものであ v ' 

よこから，十二千？｛ηAIイロミゴス主り｛土らかに慌lドで年〉

るが，著者も触れて 1，、る上うにはおりベ←九；i:2 

tTH以［生がかなりある。民： TI；土、 Al ！＇口セ互にお

日るお 1生翌単位への資企害i]'b (', It I は，コント口

＿，レ・，，.ールによ内部 l単位の通い＝予想、限界i反

益／／費用比中：；＇ i( t）が明大すれば， 1·~1 ）三「るので

あるから，（沼 iiドf,'L；ま， NJt；ルールでii:められる

ものより過大な川l）の依を報告すゐ部Jj殺を発展

させる，すなわらC i扇情のυHi出主が強し、と述Jん

二のような可能性は，資金の割当が各生産守if)'.U二

とって白山肘である事から生ずるものであり， L 

たがって各生産単位の報告する予想限界収益／安

川比一軒以t）から lを差しづい、たfu立を各単位による

.{;IJニf率の付け値として，利子を各単位から徴収す

れば，各生産単位は 11,(t）を過大に報告する動機

企失うと考えてし、る。その通りの事を1954年のユ

二fスラヴィアの中央銀行は実行したのである。

し刀、しtJ：カLら， 上・戸己のような反応Ivーゅの歪rl!1:lt!J

；？えは消えなかったのである。 ユーゴスラヴィアの

官会配分システムの立案者f;1，次のように考えた

より大きな/Ii(l) iを資金の価格として支払う用

立があると提案する企業は， より高い収益をあげ

ている企業であと3に違いなし、と怨定した。すなわ

より向し、i収益・t/1'二をエ〉ジより｛，fll,ft':J；こf!l!/J（ラ，Jト
〉‘

ョイして 1ぜ、る企業が財務次態のより貧弱な企業主

れも相対的に大きな利子平を提案し得るという1n

制がこの資金配分システムの基｛誌であったc Lか

L tJ-!Jふわ このような想定は，間違ってし‘たので

ある 3 実務（t'＇）経験の記録する所によれば，誌も貧

弱な経営状態にある企業が最高の利子ネの付け f1~：

をi十iしtiiるケースの続出を見たのである。そのよ

らなm象の理由としてユーゴスラヴィアの経済学

:?iがあげている理由は、次の三つである。（11企業

は陀案した利子率を結局支払わなかった。出企業

l土， ともかく資金不足であったので，将来の返済

能力を考えるよりも， f見在市ib、手lj子手を f1'1L/-1＼て

資金を入二子する事を重視した。（：！）利子負担の企業

経営に与える影響は，価格上昇によって白己の製

c'，，＇，の日高只 j干に転化した。 ここで，銀行は， 二二〆）ぴ）

選択肢の前にたた主れた。資金の総ぷーをその立ま

にして，異常に高い利子率を支配的たらしめるか，

銀行信用を膨張させて利子三容を安定させるかの二

右 そして，後者が選ばれた。す
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なわち，現実の実験の示す所によれば， AIプロ

セえの設計者ポ考えているごとくにそれは機能し

なかったのである。上記した三つの理由は，現実

の反映であって， AIプロセスのごとき純理論的

モ千，，には妥と＇i しないと／~えられよ行。けれど主，

理論モデノレとそれを現実に作動せしめた場合に生

起し料る現実態の聞に見られる興味ある断絶山一

例としてー拾に111日しよう。ユーゴスラヴィアの経

済学者は，資金配分基準として提案利子率を用い

た銀行信用供与方式は全くの失敗であったと結論

している。

以上の現尖に投げ込まれえ二つの計画プロセス

に関する考察が物語っている様に，一階の計困経

済制度の最大の難点は，どの計画プロセスを用い

ようとも報酬体系と反応ルールの両セ性の国税に

ぶつかることである。これは，下位の生産単位が私

利のう令に制度全i本のル－ lliこ内緒で主反する、つ

まりウソをつく動機を発展させる可能性を除去で

きなL、という同種である仁それとなら＼んで， 予想、

評｛1lli係数ヴ .r.クトIレによる浮価（手IJ;f/1)額をおE大化

するように／レールを定めながら，報酬体系では普

通の，）＼；価係数ヴェクトYしを用いる上うにして、議

境条件の非凸性を克服する事を目指す工夫のごと

く唱 ti画当局が台法的に生産単位をグマス竺との

許されている員｜一阿プロセスもある。（たとえば， AH

プ口セス〉このような計画プロセスの非現実性は

明白であろう c もっとホ，大蔵大臣は，通貨政策

ではウソを言っても良いとされているのだから，

この点のみで、 AHプロセスの非現実性を結論付け

るのは，早急かも知れない。

本書で列挙されている14個の計画プロセスは，

現実；二試みられた場合，結局，中央；H・画当局と下

位の諸生産単位との聞に情報のやりとりを手段と

するゲーム論的情況に落九込み，日平者が『比較？土
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会主義経済論』で論じた垂直的交渉経済とでも呼

ぶべきものに堕落する可能性が強いのではあるま

いか。下伎の諸生産単位が正直でもある事を期待す

るか，それらのウソをチェックナるサブ・システ

ムを迫力！！しないかぎり，二階の計画経済制度は，

数学的推理の道程を現実に模写する形で機能する

さ：とはできない。とれは完全競争市場の；夢破れた

現代経請の宿命でもあるのだが白・…。かくして，

問題は，著者によって意識的に捨象された第一の

焦点（統一的目的の形成〕と第二の焦点（疎外なき

組織の形成〕を真剣な者察の対象にすべきである

という所に戻ってくる。なぜならぽ，統一的目的関

数がすべての生産単位を構成するすべての人間主

体の積極的参加によって設定されたものであり，

特定の少数者（前衛政党や高級官僚装置）によつての

み作成されるものでない場合従20）に，そして個々

の人間カ＇：＇）；（，動する場所であるそれぞれの生産単｛立

の内部組織が疎外から自由な生き生きした人間的

価値にあふれたものとなっている場合によしゃ報

酬体系と反応ルーノレの両立性が困難であったとし

ても各生産単位が反応ルーノレを益曲して自己の利

益をはかる主体的契機は，はるかに小さくなるで

あろうと想定して良いのではなかろうか。もちろ

んこのような展望をオブ。ティミスティ γ クに主張

することだけでは，それ自体として，なんの思想的

生産性をはらまぬ無知か偽善にすぎない。このレ

ベルにとどまってレる批判家は，経営者や官僚を

庶民・市民・労働者の名前で攻撃することが，真の

村会批判に通ずると錯覚しているにすぎぬ。自己

の生活をふりかえってみよ，みずからの他者批判

を中長底からくつがえしてしまうエゴイズムをそこ

μ見い出ささるを得ないであろう。真tこ楽天的な

展望は，アプリオリな大衆性善説・労働者階級性善

説がら出発して物質的刺激を道徳主義的に拒否す
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てムを承認したーとでできるかぎり合理的に作品し

i耳るシステムをデザイン L、そ円ような~理性の

Hi~致である経済シスチムにおし、てさえ， それが我

［晃できるl'Lにf従能す之3ために占1f氏限必豆j不可欠

1乙官性とし，て要；百されねi王、ならぬ人！巧性の苦なる

許｜；分 f、σ）問H日＝・I汗りをi某介にして，疋G'〕舟〉る｛！ σ〕と

なる乙「人知；＇ I会の進歩としぺ｝ものは，人間性のし、

ちばん崇；1；；な回ではなく，，..、ちばん強力な市をい

かに利用しろおかということにかかってL、る jと

ラ五 ナづ.＇）＇，／） レ
I口ーづ 1－しjtム， かのアルブレ、ソド・ 7 ーシャノレであ

これは19日紀一20i止紀前年までの経済社会
; _  

. 'Iーコ

の思JJ:1、てあるつ 現代；ワ経済社会のがh金；主， 人向性

J八、t） はんとはいう士L より~日i\Jj な面を L 、かに
してi日生｛じできるカミ；こかかっていら。青木氏のか

〈も数理（t:Jに端正な分；rrグ〕行ti司に、 凡円の丈学的

人間論をはるかに越える人間へののぞみ正悲しみ

が疹レてし、ると苛ト）ごもJi'i/i言で、はある士いり
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（注19) Milutin Cirovi,¥ N()V AC I KREDIT 

clru){a s1.•eska, 1966、Beo日rad,pp. 20-27. 
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1,,1よろ

（調査研究都〉

6ラ


	I
	II
	III
	IV
	V
	VI

